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９月26日（日）第１会場　午前9 :00～11 : 30

f=ん§ Tilに対すゐ適応過程におけi> 組織中のf;ん白量・核酸誉の変化

外良-t 戈家政　〇松下千■;エ子　水､よ戴子　堀川fl子

　目的　r;ん白児乏に対する適応過燧μおいT 、たん白iz£期前の扱与nこん白質の賀や含

量の遣いが.組織中のr-ん白量・核捷量の変化にどのような影響t及ぼすｱ?｀と検討し艮。

　方法　りイ又ター采廸シロネrﾐ（約lo通齢）と用丿、10 % t iしブミン食・｛0 % 力■&゛イ

ン食・30 % T Iレブミン食扱与o 3群に分け、それぞれのnこん白/食と10 日間禍与しr-後、無

↑-ん白食投与I-よリPcん白呪乞状聡へとV川換ん、この簡I .　２、3 . 4-. S. 7 . 14.

21日間飼育した。勧物は、飼育最終9 に24時間尿を採耳zし、I 促絶食で^^聖朝新制し犯。

勧物の血懐･ fl干喀・鴇肉中のrこん白－、猿峻畳おヽよび尿中t 末排泄量■& 測定I μ.

　結果　i）血漿中のr~ん白ill, 各耕とも・rこん白食投与iこよリ斯次減少を示しなぞ、30

･/o？･レアミソ餅では. a.たん白食t刀り療A.直後<n 変死は少なく. 他のZ耕μ民ぺ減少を示

す<n が豊かｰ､卜｡21肝嬉おヽよび筋肉中<n rこんa * ･ R N/ A * は. 10 % 力だイン麟r は≫.v=.

ん白食切り換A. 1 a めで. ･0 ･/.7 ，レアミンがr゛は2 日めで減少き示L た。二れに対し30%

7 ･レアミン餅rは、I Q めまで遡加し3 a めぺ碕ご;応少亙示し卜。ぺ上のことよ'J . 同じ

佩n ん白食状気､でy､つでも、この期間以前の投与r~ん白質の質や含量<n遣i> により. 無r=

ん白食投与初期の狐ん白蜃･ 銭薮畳の変動i^ 隻が援われ、戮↑１ん白食飼ぺ前の祝与狐ん白

質の噴の良い斎まﾄﾉt-量のーい餅ほじ, r-ん白欠乞､こ対する抵抗力と持つこヒき示L 7い

ろ已考えられrこ。


